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―昨年は女子の大きな大会での優出が目立ちま
した。振り返ってみてどうですか？

 「優勝したのは9月の三国ヴィーナスシリーズだ
けだったけど、2月の鳴門レディースＡＳ、8月
の多摩川レディースＣ、
年末の浜名湖クイーンズ
Ｃと、女子の大きな大会
で優勝戦に乗ることがで
きました。クイーンズＣ
は良い調整ができて、1
マークの展開も舟の向き
も良かったんですが、ス
タートはさすがに全速で
は行けませんでしたね。
　ただ、勝ちたいという
気持ちが強かった以前と比べると、今は冷静さを
持ちながらも攻める気持ちも失わず、良い感じで
走れていると思います」

―前回大会の鳴門では優勝戦1号艇でしたね。

 「優勝戦も集中できていたし、気持ち的には落ち
着いて行けたんですが、結果が結果なので…（優
出5着）。スタートもバチッと行けたけど、プロ
ペラがちょっと合っていませんでした。
　そこが自分の実力のなさです。乗れる範囲が狭
いっていうところがダメ。少し調整がズレたから
って、あんなターンになったらダメですよね。そ
こは自分のテクニック不足だと思います」

―今年はリベンジですね！

 「『去年は優勝戦1号艇で負けたからその分ま
で！』とか、そういうことは今まで1回も考え
たことがありません。今回もいつも通り、前検
からしっかり準備して、1走1走考えながらや
っていきます」

―開催場が地元の芦屋なのは心強い？

 「芦屋は08年11月の初出走、10年5月に初1着、
そして17年8月のレディースＣでＧⅠ初優勝と
何かと縁がある水面です。ＧⅠを勝ったときは
ホッとしたし、いつもよりも大きな“八朔の馬
（藁で作られた馬の人形）”がもらえて、嬉しか
ったです。
　福岡3場の中でも一番練習している場所なの
で、走り慣れています。練習でいっぱい、転覆
も落水もしてきた水面です（苦笑）」

―今回は1万4716票を獲得してファン投票は
4位。ドリーム戦からの出場です。

 「去年はあまり活躍していなかったのに、ファ
ン投票で4位に選んでいただいて、しかも地元
の芦屋でチャンスを与えてもらったので、しっ
かり結果を残したいです」

―2万8049票で3年連続ファン投票1位にな
りました！

 「今年もファン投票1位に選んでもらって、本
当にありがたいなと思っています。ただ、去年
は何も活躍していなかったので、1位に選んで
もらえるなんて…という気持ちのほうが大きか
ったし、期待して投票してもらっているファン
のためにも、そろそろ結果を出したいです」

―去年の第4回大会（鳴門）は準優1号艇で4
着に敗れました…。

 「鳴門はエンジンが出ていなかったし、いっぱ
い、いっぱいでした。レディースＡＳはこれま
で良いことがないので、この辺で流れをちょっ
と変えたいですね」

―去年を振り返ってもらえますか？

 「8月の多摩川レディースＣと9月の福岡オー
ルレディースでフライングを切って、Ｆ2にな
ってしまいました。レディースＣは“準優には
乗りたい”と思って気合を入れ過ぎてしまった
のが原因です。（Ｆ休み途中で参戦となった）
浜名湖クイーンズＣは不安があったけど、優勝
戦に乗れたことは良かったと思います」

―今回は地元の芦屋で開催されます。

 「芦屋はデビューしてからフレッシュルーキー
にも選んでもらったりして、全国のボート場の
中でも一番走っているところだし、一番優勝し

たいレース場。一番の地元だと思っています。
　これまで7回優勝戦に乗って、まだ優勝はでき
ていませんが、得意とか不得意とかじゃなくて、
エンジンが出たり、出なかったりだったのが理
由。水面も本当に好きです」

―思い入れは強いですね。

 「芦屋のレディースＡＳにファン投票1位で行け
ることが嬉しい。優勝して恩返しがしたいです。

　この大会はこれまでフ
ライングしたり、予選落
ちしたり、妨害失格した
り…。普段はあまり気負
ったりしない方なんです
が、ファンの方に選ばれ
て出られる大会なので、
やっぱり気負っているん
だと思います。
　今回は芦屋ということ
で、もう一丁気合が入っ

ちゃうので、抑える気持ちだけ持って行こうと思
っています。やる気だけは勝手に入るので、抑え
気味で行きたいです」

―ファンの方へメッセージをお願いします。

 「ファンの方の期
待に応えられるよ
うに頑張りたいと
思います」

「芦屋は一番の地元。一番優勝したいレース場です」 「地元でチャンスをもらったので、結果を残したいです」

ＧⅡレディースＡＳは夢のある大会
　若いＢ級選手にとって貴重で、夢のある大会で
す。ＳＧのオールスターはＡ1級の数少ない選手
しか出られないけど、レディースＡＳはＢ1級に
上がれば権利があり、お客さんが実力だけでな
く、期待値も含めて選んでくれます。
　普段なかなか一緒にならないような先輩選手と
走れて、レースで勝てば大きな自信になるし、負
けても「また頑張ろう」って思える。「レディース
ＡＳに出たい」というのが若手の目標になっても
いい、それくらい夢のある大会です。

女子はスタートとモーターが勝敗を決める
　女子レースは、スタートとモーターの伸びが大
事です。女子は軽いから、よほど悪いモーターを
引かない限り出足は来ます。だから、伸び型のモ
ーターが狙い目です。
　また、女子戦はスタートがバラつくこともしば
しば見られるので、スタートを行く選手は狙える
と思います。

　最近では、年末の下関一般戦の女子レースが参
考になります。メンバーは①安井瑞紀、❷赤井星
璃菜❸計盛光❹高憧四季�⑤山下奈緒❻池田なな、
の6名。4コースに最近力をつけている高憧選手
がいて、6コースにエース機の新人、1号艇の安
井選手も人気になるところです。
　私が注目したのは、11月にデビューしたばかり
の池田選手。6着を並べていたので、「女子戦で
エース機。水神祭のチャンス！」と気合が入るの
は当然です。スタートを行けば6コースでもチャ
ンスがあるだろうと思って、YouTubeでアピー
ルしました。結果は池田選手が大外から0.11のス
タートを決めて2着、❹－❻で5,170円でした。今
大会もスタートとモーターに注目してください。

優勝候補筆頭は芦屋ＭＢ大賞覇者の守屋
　やっぱり、守屋美穂
（岡山）選手です。常
に女子ＧⅠ・ＧⅡの優
勝戦に1枠で乗り、ど

んなモーターでも出しています。芦屋はＧⅡＭＢ
大賞で優勝した水面です。ファンの期待に応える
活躍をしてくれるのではないでしょうか。

　芦屋のレディースＣを獲っている小野生奈（福
岡）選手、結婚を発表した竹井奈美（福岡）選手
も地元水面で楽しみですね。もちろん、Ｆ休み明
けの大山千広（福岡）選手も優勝争いに加わると
思いますし、連覇を目指す岩崎芳美（徳島）選手
にも注目しています。
　芦屋はこの時期、風向きが日によって違うこと
に加え、他場と比べてスタートが早い印象があり
ます。仕掛けが難しくなりそうです。一発がある
とすれば、伸びが良い選手の捲りでしょう。

ガッツのある若手・来田に一発期待
　推しは来田衣織（兵
庫）選手です。本当に
よく握っています。私
と同期の丸野一樹選手

とトレーニングしているみたいで、レースが見違
えるように変わりました。
　以前、宿舎で一緒になった時には『魚谷智之選
手みたいなスピード旋回をしたい』と話していま
した。ガッツがあって、サバサバしていて、男っ
ぽい面もある来田選手のこれからが、本当に楽し
みです。

「ＧⅡレディースオールスターは、これから伸びる若手に夢を与える大会です」
芦村　幸香� 
●元ボートレーサー
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初日・ドリーム戦からスター  ト!　地元福岡支部2選手
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大山　千広
「一緒に練習したこ
とがあります。男子
のようなターンスピ
ードでした。昨年6
月に下関では本当に
悪いモーターでした
が、『整備をして、
どれだけ良くなるか
楽しみ』とコメント
していて、その向上
心が強さの秘訣なん
だろうと思います」
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小野　生奈
「とにかく握って回
るイメージです。ピ
ットではいつも元気
に走り回る姿があり
ました。小野選手が
手本だったので、レ
ースはたくさん見て
います。ＧⅠ優勝時
は、多くの選手が

『頑張りは知ってい
るから、嬉しい』と
祝福していました」
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竹井　奈美
「竹井選手はどのコ
ースからも捲って勝
てるし、道中も握り
ます。あと少しの所
で決まらなかったけ
ど、浜名湖・ＱＣシ
リーズの3コースツ
ケマイは凄かったで
す。あのツケマイは
他の選手にとって脅
威。スピードターン
に注目です」
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深川麻奈美
「若松で初優勝した
時のツケマイが、本
当に凄かったです。
6コースから捲っ
て、バックで1号艇
とラップになり、2
マーク遅れたところ
からツケマイで逆転
しました。あのハン
ドルの入れ方、初動
の向きは今でも忘れ
られません」
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中川　りな
「中川選手はまだ勝
率3点台だった17年
12月、丸亀混合戦で
の優出が印象的で
す。次の大村で一緒
でしたが、自信がつ
いたんだろうなって
感じました。あの優
出が転機になったん
じゃないかな？地元
の大舞台で活躍を楽
しみにしています」
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川野　芽唯
「川野選手は差しと、
道中の走り方が的確
です。クイーンズＣ
を獲る勝負強さがあ
り、芦屋も12月ヴィ
ーナスＳで初優勝を
飾ったばかりと良い
流れです。私が現役
の頃は、よく声を掛
けてもらって、プロ
ペラの話などをして
いただきました」
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藤崎小百合
「藤崎選手は差しと
道中戦が巧みです。
ピットではいつもニ
コニコしています。
　芦屋で一緒だった
時は展示航走開始ギ
リギリまでプロペラ
を教えてくださり、
そのお陰で勝つこと
ができました。それ
が私の選手生活最後
の1勝です」


